
 

 

平成 26年６月 27日 

各      位 

会 社 名 株式会社エフティコミュニケーションズ 

代 表 者 名 代表取締役社長        平﨑 敏之 

 （ＪＡＳＤＡＱ・コード番号：２７６３） 

問 合 せ 先 取締役執行役員ｺｰﾎﾟﾚｰﾄ統括部長 山本 博之 

電 話 ０３（５８４７）２７７７（代表） 

支配株主等に関する事項について 

当社の親会社である株式会社光通信（以下、「光通信」といいます。）について、支配株主等に関する

事項は、下記のとおりとなりますので、お知らせいたします。 

記 
 

１．親会社、支配株主またはその他の関係会社の商号等 

名称 属性 
議決権所有割合（％） 発行する株券が上場されて

いる金融商品取引所等 直接所有分 合算対象分 計 

株式会社光通信 親会社 31.52 11.06 42.58 
株式会社東京証券取引所  
市場第一部 

  （注）議決権所有割合は、平成 26年３月 31日現在の総株主の議決権の数 116,662個を基準に算出しております。 

 

２．親会社等の企業グループにおける上場会社の位置付けその他の上場会社と親会社等との関係 
（１）親会社等の企業グループにおける上場会社の位置付け 

光通信及びその連結子会社は、当社議決権の 42.58％を所有しております。加えて、当社のコー

ポレートガバナンスの強化を目的として、光通信の関係者４名が当社の取締役に就任しております。

これらのことから、当社取締役会の構成員の過半数を光通信の関係者が占めることにより、光通信

は当社の親会社に該当いたします。 

（２）親会社等の企業グループに属することによる事業上の制約、リスク及びメリット 

   当社の事業活動や経営判断においては、自主経営をおこなっており、事業運営面においての独立

性を確保しております。 
（３）親会社等からの一定の独立性の確保の状況 
   当社と光通信とは資本関係及び取引面において緊密な関係にありますが、事業活動や経営判断に

おいて、自主経営を行っており、一定の独立性が確保されていると認識しております。 
（４）役員の兼務状況 

役職 氏 名 
親会社等又はそのグループ

企業での役職 
就任理由 

代表取締役会長 畔柳 誠 
株式会社光通信 
特別顧問 

経営者としての豊富な経験を当社の経営

に活かすとともに、同社との連携を強化す

るため 

代表取締役社長 平﨑 敏之 
株式会社光通信 
特別顧問 

経営者としての豊富な経験を当社の経営

に活かすとともに、同社との連携を強化す

るため 

取締役 山本 博之 
株式会社光通信 
顧問 

幅広い見識を当社の経営に活かすととも

に、同社との連携を強化するため 

社外取締役 佐々木 剛 
株式会社光通信 
法人事業本部上席執行役員 

他社において社外取締役を務められてお

り、経営者としての豊富な経験を活かすと

ともに、同社との連携を強化するため 
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３．支配株主等との取引に関する事項 

（自 平成 25 年４月１日 至 平成 26年３月 31日） 

種 類 

会社等の 
 

名称又は氏
名 

所在地 

資本金又は 
出資金 

 
(千円) 

事業の内容
又は職業 

議決権等 
の所有 
(被所有) 
割合（％） 

関連当事者 
との関係 

取引の 
 

内 容 

取引金額 
 

(千円) 
科 目 

期末残高 
 

(千円) 

親会社の

子会社 

㈱アイ・イー

グループ 

東京都 

豊島区 
100,000 

オフィス・ 

オートメー

ション機器 

販売 

－ 

㈱アイ・イ

ーグループ

製品の購買 

ＯＡ機器 

の仕入 
1,852,834 

支払手形 

及び 

買掛金 

163,055 

差 入 

保証金 
336,514 

親会社の

子会社 

㈱メンバー

ズモバイル 

東京都 

豊島区 
250,000 

法人向け 

携帯電話 

の販売等 

－ 

法人向け 

携帯電話の 

加入取次等 

法人携帯加

入取次等の

売上 

1,057,974 

受取手形 

及び 

売掛金 

497,160 

携帯電話等

の仕入 
576,275 

支払手形及

び買掛金 
233,601 

上記の金額のうち、取引金額には消費税等が含まれておらず、期末残高には消費税等が含まれており

ます。 
 

４．支配株主との取引等を行う際における少数株主の保護の方策の履行状況 
価格等の取引条件は市場の実勢価格等を参考にして、その都度交渉の上で決定しております。少数

株主に不利益を与えることがないよう公正かつ適切に対応しております。 
 

以 上 
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